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問
　
真
壁
中
央
公
園
の
変
更
に
係

る
公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
来

ら
れ
る
人
は
ど
う
い
う
人
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

答
　
広
く
い
ろ
い
ろ
な
形
で
意
見

の
あ
る
市
民
の
方
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

問
　
岩
瀬
駅
前
の
用
地
買
収
は
何

人
の
協
力
者
が
い
る
の
か
。
ま

た
、
土
地
だ
け
で
控
除
額︵
五
、
〇

〇
〇
万
円
︶
を
超
え
た
方
は
い
る

の
か
。
そ
し
て
超
え
た
方
の
処
理

は
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。

答
　
岩
瀬
駅
前
の
ま
ち
づ
く
り
整

備
事
業
で
、
土
地
の
協
力
者
は
三

十
三
名
、
五
、
〇
〇
〇
万
円
を
超

え
た
方
は
十
名
で
す
。
ま
た
、
控

除
額
を
超
え
た
金
額
に
二
〇
％
の

税
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
　
町
並
み
景
観
に
係
る
建
築
士

会
補
助
金
と
あ
る
が
。

答
　
建
築
士
会
真
壁
支
部
等
が
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
板
塀
に
す
る
景
観
形

成
の
た
め
の
補
助
金
で
す
。

問
　
都
市
計
画
調
査
業
務
委
託
料

五
〇
〇
万
円
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
内
容
の
も
の
か
。

答
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

︵
基
本
計
画
︶
を
策
定
す
る
た
め

の
委
託
料
で
、
平
成
二
十
一
、
二

十
二
年
度
に
よ
る
二
ヵ
年
新
規
事

業
で
す
。

問
　
多
目
的
複
合
施
設
に
係
る
土

地
取
得
に
つ
い
て
、
今
後
ど
う
い

う
方
針
で
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
　
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
内
部

で
話
し
て
お
り
、
ま
た
、
県
や
水

戸
税
務
署
と
も
協
議
を
し
て
進
め

て
お
り
、
三
月
末
に
買
収
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問
　
多
目
的
複
合
施
設
は
、
一
〇

〇
年
先
ま
で
も
つ
実
施
設
計
の
内

容
の
も
の
な
の
か
。

３月３日から 17 日ま

での会期で開催され、

平成 21 年度予算案を

中心に、多岐にわたり

質疑が行われました。

平成 21 年

第１回定例会

　平成21年度一般会計予算は、総額

168 億 1,000 万円で、前年度予算対

比 3.7％の増、特別会計予算総額は

105億1,022万8,000円で、前年度予

算対比 4.9％の減となっています。

　また、水道事業会計は16億558万

5,000 円で、前年度予算対比 16.4％

の増となっています。

　平成21年度の一般会計予算、特別

会計予算、水道事業会計予算の総額

は、289億2,581万3,000円で、前年

度対比 1.0％の増となっています。

答
　
自
信
を
持
っ
て
一
〇
〇
年
先

ま
で
も
つ
よ
う
な
建
物
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
多
目
的
複
合
施
設
の
工
事
発

注
は
、
い
つ
ご
ろ
の
予
定
な
の

か
。

答
　
解
体
工
事
、
さ
ら
に
発
掘
調

査
等
を
行
い
な
が
ら
、
夏
以
降
の

発
注
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
積
算
業
務
委
託
料
五
〇
〇
万

円
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
へ
発
注
す

る
の
か
。

答
　
県
の
団
体
等
に
お
願
い
し
ま

す
。

問
　
多
目
的
複
合
施
設
の
名
称
は

い
つ
ご
ろ
決
め
る
の
か
。

答
　
公
募
を
含
め
、
工
事
期
間
中

の
平
成
二
十
一
年
度
、
二
十
二
年

度
前
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

国民健康保険 56億9,130万9千円
老人保健 954万6千円
農業集落排水事業 4億3,186万9千円
公共下水道事業 9億5,564万8千円
介護保険 30億2,353万7千円
介護サービス事業 1,081万3千円
後期高齢者医療 3億8,750万6千円

計 105億1,022万8千円

特別会計

水道事業会計 16億558万5千円

企業会計

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

 
平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
関
す
る
質
疑
 

建設が予定されている多目的複合施設
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問
　
県
西
総
合
病
院
の
中
に
﹁
知

恵
と
や
る
気
と
日
々
実
行
﹂
と
い

う
標
語
を
見
る
が
、
市
役
所
の
職

員
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
に
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
職
員
に
は
﹁
日
々
改
善
、
即

実
行
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、

そ
の
言
葉
を
実
行
さ
せ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

問
　
流
域
下
水
道
維
持
管
理
費
負

担
金
の
推
移
及
び
算
出
方
法
は
。

答
　
小
貝
川
東
部
流
域
下
水
道
維

持
管
理
費
負
担
金
は
、
計
画
汚
水

量
で
算
出
し
ま
す
。
ま
た
、
建
設
費

の
負
担
割
合
は
、
国
庫
補
助
事
業

︵
全
体
の
九
割
︶
に
つ
い
て
は
国

が
二
分
の
一
、
県
と
市
が
四
分
の

一
ず
つ
で
、単
独
事
業
︵
全
体
の
一

割
︶
は
県
と
市
が
二
分
の
一
で
、

ど
ち
ら
も
起
債
で
実
施
し
ま
す
。

問
　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金︵
※
︶は

ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
使
う
の
か
。

答
　
平
成
二
十
年
度
に
つ
い
て
は

三
件
の
寄
附
が
あ
り
、
二
〇
万

四
、
七
八
二
円
で
基
金
に
積
み
立

て
て
い
ま
す
。
あ
る
程
度
積
み
立

て
を
し
、
そ
れ
を
事
業
化
し
て
い

問
　
県
西
総
合
病
院
の
漏
水
し
て

い
た
原
因
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の

は
ど
う
し
て
か
。

答
　
漏
水
に
関
し
て
は
、
指
摘
の

よ
う
に
把
握
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を

考
え
、
無
駄
の
な
い
健
全
化
を
強

力
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
県
西
総
合
病
院
相
互
負
担
金

が
、
前
年
よ
り
四
億
八
、
四
〇
一

万
一
、
〇
〇
〇
円
上
が
っ
て
い
る

が
。

答
　
負
担
金
八
、
三
〇
〇
万
円
増

で
、
病
院
事
業
の
欠
損
金
の
補
て

ん
金
と
い
う
こ
と
で
す
。

問
　
国
よ
り
病
院
所
在
地
に
交
付

さ
れ
る
交
付
金
は
毎
年
下
が
っ
て

い
る
が
。

答
　
病
床
一
床
当
た
り
四
八
万

二
、
〇
〇
〇
円
×
二
九
九
床
で
す

が
、
前
年
よ
り
一
床
当
た
り
一
万

三
、
〇
〇
〇
円
減
額
で
す
。

問
　
桜
川
北
部
ふ
る
さ
と
づ
く
り

協
議
会
助
成
金
七
〇
〇
万
円
と
あ

る
が
、
そ
の
内
容
は
。

問
　
女
性
の
消
防
団
員
募
集
の
チ

ラ
シ
は
、
全
戸
回
覧
板
で
お
願
い

し
た
い
。

答
　
Ａ
四
判
で
既
に
全
戸
に
回
覧

で
回
し
ま
し
た
。

問
　
防
犯
対
策
費
が
昨
年
は
計
上

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
。

答
　
平
成
二
十
年
度
ま
で
自
治
進

行
費
の
中
に
防
犯
の
経
費
が
合
算

し
て
あ
り
、
二
十
一
年
度
か
ら
新

し
く
防
犯
対
策
費
と
し
て
設
定
し

ま
し
た
。

問
　
防
犯
灯
の
工
事
請
負
費
が
昨

年
の
二
倍
と
の
こ
と
だ
が
、
何
基

予
定
し
、
今
後
の
予
定
箇
所
は
あ

る
の
か
。

答
　
桜
川
市
全
域
で
八
十
五
ヵ
所

予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
設
置
の

要
望
が
出
た
場
合
に
は
、
地
域
と

市
が
管
理
す
る
防
犯
灯
を
そ
れ
ぞ

れ
に
色
分
け
し
て
設
置
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
富
岡
地
区
二
ヵ
所
の
貯
水
槽
は

何
立
方
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
な
の
か
。

答
　
四
十
立
方
メ
ー
ト
ル
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問
　
桜
川
市
内
よ
り
一
一
九
番
に

通
報
が
あ
っ
た
件
数
は
。

答
　
緊
急
業
務
の
出
動
の
合
計
件

数
は
、
平
成
十
七
年
度
が
一
、
五

八
七
件
、
平
成
十
八
年
度
が
一
、

六
三
〇
件
、
平
成
十
九
年
度
が

一
、
七
〇
九
件
、
平
成
二
十
年
度

が
一
、
六
八
五
件
で
す
。

問
　
救
急
車
に
よ
る
搬
送
先
と
所

要
時
間
は
。

答
　
搬
送
先
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
所
要
時
間
に
つ
い
て
は
、
搬

送
先
が
す
ぐ
に
決
ま
っ
た
場
合
、

あ
る
い
は
、
な
か
な
か
決
ま
ら
な

い
場
合
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で

す
。

問
　
放
棄
地
の
利
活
用
と
し
て
、

桜
川
北
部
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議

会
事
業
と
同
じ
よ
う
な
も
の
が
で

き
る
の
か
。

答
　
耕
作
放
棄
地
も
利
活
用
の
方

法
に
よ
っ
て
は
再
生
で
き
ま
す
。

地
元
の
意
思
・
意
欲
が
あ
れ
ば
市

と
し
て
も
支
援
し
て
い
く
責
務
が

あ
り
、
当
然
の
こ
と
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
森
林
機
能
緊
急
回
復
整
備
事

業
補
助
金
と
身
近
な
緑
整
備
推
進

事
業
の
事
業
内
容
は
。

答
　
森
林
機
能
緊
急
回
復
整
備
事

業
は
、
森
林
の
持
つ
広
域
的
機
能

回
復
の
た
め
、
間
伐
を
積
極
的
に

行
う
も
の
で
す
。

　
身
近
な
緑
整
備
推
進
事
業
に
つ

い
て
は
、
平
地
林
や
里
山
の
整
備

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

問
　
農
業
振
興
費
六
四
万
円
の
内

容
は
。

答
　
消
耗
品
的
な
も
の
と
し
て

は
、
会
議
関
係
の
資
料
作
成
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
燃
料
費
は
大
和
の

加
工
所
の
燃
料
代
で
す
。
光
熱
費

は
、
加
工
所
が
ら
み
の
電
気
代
等

で
す
。

問
　
個
人
の
工
場
︵
加
工
所
︶
に

な
ぜ
農
業
振
興
費
と
し
て
市
で
出

し
て
い
る
の
か
。

答
　
農
業
に
関
す
る
施
策
の
振
興

と
い
う
大
き
い
観
点
か
ら
と
ら
え

て
、
今
ま
で
補
助
し
て
き
た
と
い

う
経
過
が
あ
り
ま
す
。

問
　
市
営
住
宅
の
除
草
作
業
委
託

料
と
は
ど
こ
の
除
草
な
の
か
。

答
　
岩
瀬
地
区
、
真
壁
地
区
に
あ

る
約
三
十
戸
の
空
き
家
の
除
草
で

す
。

問
　
一
般
被
保
険
者
国
民
健
康
保

険
税
の
減
額
の
原
因
は
。

答
　
老
人
保
健
制
度
が
昨
年
の
四

月
か
ら
始
ま
り
、
国
保
の
世
帯
数

に
減
少
が
生
じ
、
被
保
険
者
数
も

減
少
に
な
り
、
そ
れ
に
加
え
て
所

得
の
落
ち
込
み
も
あ
り
ま
し
た
。

実
質
的
に
は
四
八
八
万
九
、
〇
〇

〇
円
の
減
で
す
。

問
　
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率

は
。

答
　
昨
年
度
は
九
〇
・
八
％
で

す
。
現
年
度
分
は
県
平
均
よ
り
上

回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

安
全
・
安
心

安
全
・
安
心

環
境
・
農
業

環
境
・
農
業

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

そ
の
他

そ
の
他

医
　
療

医
　
療

く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
使
い

道
は
七
項
目
か
ら
寄
附
者
が
選
べ

る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の
賃
借

は
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
五
年
間
の
リ
ー
ス
契
約
な
の

で
、
契
約
期
間
が
切
れ
た
折
に
は

経
費
的
に
安
い
タ
イ
ム
レ
コ
ー

ダ
ー
に
切
り
か
え
ま
す
。

問
　
各
課
に
あ
る
負
担
金
は
有
効

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
よ
く
検

討
す
べ
き
で
は
。

答
　
全
県
的
あ
る
い
は
全
国
的
な

答
　
地
域
資
源
を
活
用
し
、
安
ら

ぎ
や
地
域
経
済
の
発
展
を
図
り
、

持
続
可
能
な
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と

の
実
現
を
図
る
た
め
の
事
業
で

す
。

※桜川市ふるさと応援基金とは
　ふるさと桜川市を愛し、まちづくりの賛同者か

ら広く寄附金を募り、これを財源として、

①自然環境・景観の保全事業

②歴史文化の保存継承事業

③地域産業の振興事業

④教育環境の整備事業

⑤地域医療の拡充事業

⑥福祉施策の充実事業

⑦その他目的達成のために市長が必要と認める

　事業等

を実施し、多様な人々の参加による個性豊かな活

力あるふるさとづくりに資することを目的として

います。

負
担
金
な
の
で
、
少
額
で
あ
っ
て

も
納
め
て
い
ま
す
。

問
　
英
語
指
導
助
手
業
務
を
委
託

し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
　
園
児
、
児
童
生
徒
の
国
際
理

解
の
向
上
に
資
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

問
　
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
支

援
業
務
委
託
に
関
し
て
何
か
成
果

が
あ
っ
た
の
か
。

答
　
三
ヵ
年
で
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
し
て
い
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
今
構
築
中
で
す
。 桜川北部ふるさとづくり協議会助成金により整備された桜川市大泉地区（旧岩瀬町）
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平
成
二
十
一
年
度
桜
川
市
予
算

　
・
一
般
会
計

　
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
・
老
人
保
健
特
別
会
計

　
・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
・
介
護
保
険
特
別
会
計

　
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
・
水
道
事
業
会
計

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

桜
川
市
岩
瀬
温
水
プ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

桜
川
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金

条
例

桜
川
市
景
観
ま
ち
づ
く
り
条
例

桜
川
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

桜
川
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

桜
川
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

桜
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

桜
川
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

桜
川
市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

桜
川
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

桜
川
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

こ
れ
か
ら
の
サ
ン
パ
ル
は

問
　
桜
川
市
岩
瀬
温
水
プ
ー
ル
の

使
用
に
つ
い
て
、
ワ
ン
レ
ー
ン
で

一
時
間
一
、
〇
〇
〇
円
の
使
用
料

を
い
た
だ
く
と
あ
る
が
、
経
済
不

況
の
折
、
高
く
は
な
い
か
。

答
　
レ
ー
ン
専
用
使
用
料
は
全
国

的
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、

茨
城
県
の
笠
松
運
動
公
園
が
一
時

間
一
コ
ー
ス
八
〇
〇
円
、
龍
ヶ
崎

が
二
、
〇
〇
〇
円
、
県
外
で
は
お

お
む
ね
二
、
〇
〇
〇
円
か
ら
四
、

〇
〇
〇
円
の
使
用
料
を
取
っ
て
お

り
、
当
市
で
も
今
回
料
金
の
設
定

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
　
料
金
を
取
る
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
の
減
少
が
心
配
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
応
分
の
負
担
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
運
営
に
は

正
し
い
も
の
で
、
料
金
に
つ
い
て

も
負
担
に
な
ら
な
い
料
金
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

問
　
桜
川
市
岩
瀬
温
水
プ
ー
ル

は
、
い
つ
ご
ろ
指
定
管
理
者
の
導

入
を
す
る
の
か
。
ま
た
、
指
定
管

理
者
に
し
た
と
き
に
、
プ
ー
ル
使

用
料
は
指
定
管
理
者
が
新
た
に
設

定
す
る
の
か
。

答
　
指
定
管
理
者
の
募
集
は
秋
に

考
え
て
お
り
、
そ
の
後
審
査
、
選

定
、
議
会
の
議
決
を
い
た
だ
き
、

進
め
る
予
定
で
す
。

　
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
指
定
管

理
者
を
導
入
し
、
応
分
の
収
入
等

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
教
育
委
員

会
の
承
認
を
得
て
定
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
　
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
は
か
な

り
老
朽
化
し
て
お
り
、
将
来
、
ラ

ス
カ
を
授
業
で
使
う
可
能
性
は
あ

る
の
か
。

主
な
質
疑

　多くの議員の皆さんから特例債

についていろいろな質問がありました。これは

大いに市としても検討していただきたいと考え

ておりますが、「100年に１度」の経済状況の

中、速やかな予算執行が一番大事と思っており

ますので、原案のとおり通すことに賛成です。

　平成21年度桜川市一般会計予

算案において、合併特例債事業は、合併時に急

いでつくられた計画で、岩瀬駅跨線橋は駅の

利用者数、運行経費、メンテナンス費用等の費

用対効果の面で疑問があり、財政厳しい折、施

設をつくることに反対です。

　また、主要地方道路つくば・益子線バイパス

の大曽根・本木線整備事業も、大和地区の合併

特例債の当初計画は10億円でしたが、当初計

画になかった大和中学校新築に約11億円を費

やし、これ以上は控えるべきだと思います。

　さらに、民生費、社会福祉費の同和対策補助

金の支出も、国の同和対策事業も一段落して

いる状況からなくすべきもので反対です。

平成21年度 一般会計予算の討論

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

適
任

適
任

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

印があるものは内容を掲載しています。

大
和
中
学
校
建
設
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処

分
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

桜
川
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

桜
川
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
度
桜
川
市
補
正
予
算

　
・
一
般
会
計
︵
第
５
号
︶

　
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
︵
第
４
号
︶

　
・
老
人
保
健
特
別
会
計
︵
第
２
号
︶

　
・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
︵
第
２
号
︶

　
・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
︵
第
３
号
︶

　
・
介
護
保
険
特
別
会
計
︵
第
２
号
︶

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
︵
第
１
号
︶

　
・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

桜
川
市
営
県
単
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い

て教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

﹁
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
︵
仮
称
︶
﹂
の
速
や
か

な
制
定
を
求
め
る
意
見
書

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

り
に
の
っ
と
っ
て
運
行
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
、
利
用
形
態
に
つ

い
て
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当
交
付

金
の
内
容
は

問
　
子
育
て
応
援
特
別
手
当
交
付

金
の
事
業
内
容
は
。

答
　
平
成
二
十
年
度
の
緊
急
措
置

と
し
て
、
幼
児
教
育
費
の
第
二
子

以
降
の
子
一
人
当
た
り
に
三
万

六
、
〇
〇
〇
円
の
子
育
て
応
援
特

別
手
当
を
支
給
す
る
も
の
で
、
対

象
範
囲
は
世
帯
に
属
す
る
三
歳
以

上
十
八
歳
以
下
の
子
が
二
人
以
上

い
て
、
か
つ
就
学
前
の
三
歳
、
四

歳
、
五
歳
の
方
で
す
。

答
　
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
大
分
老

朽
化
し
て
お
り
、
プ
ー
ル
の
改
修

工
事
に
は
か
な
り
の
金
額
が
か
か

る
た
め
、
温
水
プ
ー
ル
を
使
用
す

る
の
も
一
つ
の
方
法
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
サ
ン
パ
ル
は
臨
時
職
員
で
運

営
し
て
い
る
が
、
こ
の
職
員
に
定

年
等
は
設
け
て
い
る
の
か
。

答
　
定
め
は
な
く
、
現
在
は
慣
例

で
六
十
五
歳
を
一
つ
の
目
安
と
し

て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
　
サ
ン
パ
ル
の
休
館
日
が
一
ヵ

月
と
大
変
長
い
が
、
こ
の
理
由
は

何
か
。

答
　
休
館
の
時
期
は
市
の
上
水
道

や
井
戸
水
を
併
用
で
く
ん
で
お

り
、
そ
れ
に
二
、
三
週
間
か
か
り

ま
す
。
ま
た
、
水
温
を
三
十
度
に

上
げ
る
ま
で
に
二
、
三
週
間
か
か

る
た
め
、
長
期
の
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
検
討
は

問
　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
土
曜

日
、
日
曜
日
は
運
行
し
て
い
な
い

が
、
土
曜
日
に
県
西
総
合
病
院
へ

行
け
る
よ
う
に
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
か
わ
り
に
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
助
成
の
よ
う
な
も
の
を
設
け
ら

れ
な
い
か
。

答
　
今
の
と
こ
ろ
は
現
在
の
決
ま

老朽化している小学校のプール（写真右上・下：椎尾小、写真左：谷貝小）


